








1970 年 3 月　日本体育大学体育学部体育学科卒業
1970 年 4 月　日本体育大学副手
1972 年 4 月　日本体育大学助手
1976 年 4 月　日本体育大学講師
1980 年　　　スポーツ指導者在外研究員（アメリカ）
1983 年 4 月　日本体育大学助教授
1992 年 4 月　日本体育大学教授
2015 年 4 月　日本体育大学特任教授
【競技歴】
1968 年　	オリンピックメキシコシティ大会　団体総合優勝，鉄棒 3位，個人総合 4位，あん馬 5位，
平行棒 5位，ゆか 6位，跳馬 6位，つり輪 7位
1972 年　	オリンピックミュンヘン大会　団体総合優勝，個人総合 2位，あん馬 3位，平行棒 3位，
ゆか 4位，跳馬 4位，鉄棒 4位，つり輪 5位，















































































































































かけとなった．昭和 60 年から平成 12 年まで学生
の指導と体操協会の強化コーチを兼務した．大学
ではコーチから監督となり，東日本 14 連勝，イ








た．しかし平成 8 年（1996 年）アトランタ・オ
リンピック大会での惨敗で責任を感じ退任した．
また，平成元年から平成 3年までの 3年間，低
迷する日本体操界を改革すること目的として日本
体育協会スポーツ医・科学研究を利用し「将来の
ジュニア育成指導研究」と題して，ソ連の Jr 現
場での指導法を学んだ．終了後，報告書としてま
とめ Jr 現場の指導者の方々の参考として伝達す
るとともに，Jr 規定作成を手掛けることが出来
た．それらの成果が 5・6 年後（池谷，西川選手
の活躍）から徐々に表れだし，日体スワローでの
Jr 選手育成事業での最後の選手として白井健三
選手が活躍できた事は非常にうれしく思ってい
る．
それから数年後，日本体操協会，日本体育協会
役員として，日本体操の発展や日本のスポーツ指
導者育成のために少しながらもお役に立てたこと
に感謝をしていると同時に素晴らしい人格者の
方々に接する機会をいただいた事は素晴らしい体
験であり同時に感謝している．
5．後輩に一言
「若さは力」という言葉がある通り今しかでき
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ない事，今やるべき事（競技外を含む）を決め，
夢や目標に向かって将来計画を立て一直線に進む
学生時代であってほしい．優秀なアスリートは，
自分のやるべき技の習得や目標に対しては素直に
対応する．個性は尊重するが人は素直になること
は重要である．また，体操競技は対人競技（相手
の弱点を攻撃する競技）と違って，理想像を追い
求める競技である．それぞれ個人の特性を生かし，
弱点は個性で対応することも必要である．徹底し
た時間をかけて練習する期間は必要であり自己の
弱点強化となる．しかし省エネでの対応も重要で
ある．要点を絞り集中し試合を想定した練習も必
要である．また，すべてのアスリートが優勝でき
るわけではない．メダルを取れるのは一握りであ
り，個人で優勝できるのはただ 1人である．それ
を目指すのは良いことではあるが，将来を考える
といろんな選択肢をもって計画を立てておく事が
大切で，そのためには今何をしなければいけない
のかをしっかり考えておくことが重要である．ま
た同じ年齢の若者が集い，同じように精神的にも
肉体的にも忍耐し努力しているその時の仲間は将
来の良い友として大切にしてもらいたい．
また，体操競技を愛し実践することは素晴らし
い．しかしなぜこのように体操競技は発展してき
たのか，これからどのように進むべきなのかを理
解するためには体操競技の歴史を知っている事が
大切である．過去があって現在があり，そして未
来を創造することができるのである．過去にどん
な選手達がいて，どんな技が作り出されてきたの
かなど，ほとんど知らない選手たちがあまりにも
多すぎる．これから少し学んでほしい．
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